
平成23年12月25日さ　　か　　た　　り○1

防 府 天 満 宮
佐加太利とは御鎮座地
天神山の古来名「酒垂
山」からとったものです

『
松
崎
天
神
縁
起
絵
巻
』
七
〇
〇
年
記
念

～
日
本
最
初
の
天
神
さ
ま
～

「
防
府
天
満
宮
展
」
を
終
え
て

防
府
天
満
宮
　
宮
司
　
　
鈴
　
木
　
宏
　
明

　

一
般
に
縁
起
絵
巻
は
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
仏
閣
の
由
緒
や
霊
験
を
広
く
一
般
民
衆
に

絵
解
き
す
る
た
め
に
繰
り
返
し
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
本
縁
起
の
奥
書

に
は
「
こ
の
絵
巻
を
拝
観
し
た
い
者
は
、
参
詣
し
て
拝
殿
に
於
い
て
之
を
開
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
ど
ん
な
人
の
命
令
で
あ
っ
て
も
神
社
よ
り
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な

い
。
も
し
こ
の
掟
を
破
る
者
が
い
た
な
ら
ば
太
政
威
徳
天
の
神
罰
が
身
に
降
る
で
あ

ろ
う
。」
と
、
こ
の
絵
巻
の
持
ち
出
し
を
強
く
戒
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ど
う
い
う

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

防
府
天
満
宮
の
創
建
由
緒
は
『
松
崎
天
神
縁
起
絵
巻
』
に
初
め
て
登
場
し
ま
す
。

当
宮
創
建
に
係
わ
っ
た
土は

師じ

氏
の
末
裔
で
あ
る
国
司
土
師
信の
ぶ

定さ
だ

は
、
当
宮
が
平
安
時

代
の
末
に
は
公
的
に
「
当
国
守
護
」
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
に
も
係
わ
ら
ず
、
応

長
年
間
に
至
る
ま
で
由
緒
を
記
す
史
料
が
な
か
っ
た
こ
と
を
憂
い
、
特
に
当
宮
独
自

の
縁
起
を
付
加
し
た
『
松
崎
天
神
縁
起
絵
巻
』
を
制
作
し
、
絵
巻
を
通
し
そ
の
創
建

の
歴
史
を
確
実
に
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
、
天
満
宮
と
一
族
の
更
な
る
繁
栄
の
基
と

な
る
と
考
え
門
外
不
出
と
し
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
絵
巻
制
作
七
〇
〇
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
絵
巻
は
保
存
修
理
さ
れ
、
ま
た

東
京
・
京
都
の
国
立
博
物
館
か
ら
の
寄
託
解
除
に
よ
り
全
巻
を
当
天
満
宮
が
所
蔵
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
本
展
を
終
え
絵
巻
が
本
殿
に
納
め
ら
れ
た
今
、
門

外
不
出
に
秘
め
ら
れ
た
使
命
を
継
承
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
未
来
へ
と
続
く
「
防
府
天

満
宮
の
菅
公
精
神
」
の
道
を
照
ら
す
も
の
と
、
信
定
の
心
に
心
を
重
ね
そ
の
責
務
の

大
き
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

http://www.hofutenmangu.or.jp

▲

当
宮
に
全
巻
揃
っ
た

　
『
松
崎
天
神
縁
起
絵
巻
』

　
（
軸
は
保
存
修
理
に
よ
り
太
巻
き
に
改
装

さ
れ
ま
し
た
）

▲

開
館
を
待
つ
入
場
口
風
景

▲

防
府
天
満
宮
の
社
殿
全
景
（
今
秋
）

　

こ
の
度
は
「
防
府
天
満
宮
展
」
を
無

事
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
主
催
頂
き
ま

し
た
山
口
県
立
美
術
館
並
び
に
関
係
機

関
ま
た
ご
来
館
頂
き
ま
し
た
多
く
の
皆

様
に
対
し
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
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四
歳
。葬
儀
に
は
勅
使
が
遣
わ
さ
れ
る
。

防
府
天
満
宮
で
の
足
跡

　

①　

貞
さ
だ
の
み
や宮
遙よ
う

拝は
い

所じ
ょ

　

楫
取
は
、
明
治
三
十
年
明
治
天
皇
第

十
皇
女
『
貞
宮
多
喜
子
』
内
親
王
の
御

養
育
主
任
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
し
か
し
、

内
親
王
が
僅
か
三
歳
で
夭よ
う

折せ
つ

。
御
遺
物

を
譲
り
受
け
、
明
治
三
十
二
年
こ
れ
ら

を
納
め
る
『
貞
宮
遙
拝
所
』
を
当
宮
境

内
に
建
立
。
毎
年
一
月
十
一
日
（
ご
命

日
）遙
拝
式
が
厳
か
に
行
わ
れ
て
い
る
。

御
遺
物
の
内
容
は
次
の
写
真
の
通
り
。

は
じ
め
に

　

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
大
活
躍
し
た
一

人
に
楫
取
素
彦
と
言
う
人
物
が
い
る
。

　

し
か
し
、
歴
史
小
説
に
登
場
し
な
か
っ
た

為
か
、
残
念
な
が
ら
そ
の
名
を
知
る
人
は
少

な
い
。
平
成
二
十
四
年
は
没
後
百
年
に
あ
た

り
、
防
府
天
満
宮
に
も
大
き
な
足
跡
を
残
し

た
彼
の
功
績
を
紹
介
し
た
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

楫
取
素
彦
は
、
文
政
十
二
年
〈
一
八

二
九
〉
萩
に
生
れ
る
。
藩
校
明
倫
館
に

学
ぶ
。
吉
田
松
陰
と
は
深
い
親
交
が
あ

り
、
松
下
村
塾
で
指
導
し
、
松
陰
の
妹

と
結
婚
し
て
い
る
。
幕
末
は
藩
主
毛
利

敬た
か

親ち
か

公
の
側
近
と
し
て
活
躍
し
、
幕
府

と
の
交
渉
役
ま
た
、
西
郷
隆
盛
や
坂
本

龍
馬
等
と
共
に
薩
長
同
盟
を
推
進
、
明

治
維
新
を
迎
え
た
。
新
政
府
で
は
伊
藤

博
文
ら
と
共
に
最
高
位
の
参
与
職
に
就

く
が
、
藩
主
か
ら
の
頼
み
で
毛
利
邸
建

設
推
進
の
為
、
三
田
尻
管
事
役
（
市
長

役
）
と
し
て
来
防
。
こ
の
他
、
初
代
群

馬
県
令
、
元
老
院
議
官
、
宮
中
顧
問
官
、

貴
族
院
議
員
、
貞
宮
養
育
係
を
歴
任
。

明
治
二
十
年
男
爵
。
大
正
元
年
八
月
十

四
日
、
防
府
の
地
で
没
す
。
享
年
八
十

没
後
百
年
〜
隠
れ
た
維
新
の
英
雄
〜

楫か

取と
り

素も
と

彦ひ
こ

男
爵
と
防
府
天
満
宮

▼

御
命
名
宸し

ん

翰か
ん

（
明
治
天
皇
直
筆
）

▲御剣

▲御写真（ガラス原版）

▲御守袋

　

②　

天
神
山
緑
化
事
業

　

当
宮
裏
山
の
天
神
山
は
江
戸
時
代
、

藩
有
林
で
管
理
保
護
さ
れ
て
い
た
。
明

治
に
は
県
有
林
と
な
り
管
理
が
行
き
届

か
ず
、
木
々
は
生
活
燃
料
と
し
て
次
々

と
伐
採
さ
れ
荒
廃
。
天
神
山
を
緑
化
す

る
為
に
造
園
会
総
裁
と
し
て
緑
化
に
務

め
た
。

　

③　

千
年
式
年
大
祭

　

明
治
三
十
五
年
当
宮
千
年
式
年
祭
で

は
総
裁
を
務
め
、
五
十
七
段
の
大
石
段

と
そ
の
両
脇
に
あ
る
石
垣
を
造
営
す
る

な
ど
大
事
業
を
成
し
遂
げ
た
。

　

④　

天
神
本
地
観
音
堂

　

右
田
・
日
常
寺（
現
廃
寺
）よ
り
、
当

宮
境
内
の
観
音
堂
を
残
そ
う
と
明
治
三

年
三
田
尻
部
署
の
楫
取
宛
に
訴
え
が
な

さ
れ
、
こ
れ
を

認
め
て
、
現
在

に
至
る
。

　

廃
仏
毀
釈
を

免
れ
た
唯
一
の

仏
教
寺
院
と
な

る
。

お
わ
り
に

　

当
天
満
宮
に
功
績
を
残
さ
れ
た
楫
取

素
彦
男
爵
は
天
皇
を
崇
拝
し
、「
至
誠
」

を
旨
と
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。
前
記
外

に
も
下
賜
金
を
も
っ
て
野
村
望
東
尼
の

墓
を
建
立
す
る
等
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を

成
し
遂
げ
ら
れ
た
の
は
、
当
時
此
地
の

天
神
信
仰
の
高
ま
り
の
中
で
、
楫
取
の

思
い
が
道
真
公
へ
の
崇
敬
の
念
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

▲明治末期

▲現在
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設
立
十
周
年

　

皆
様
の
厚
い
ご
崇
敬
に
支
え
ら
れ
今

年
で
満
十
周
年
を
迎
え
た
崇
敬
会
も
、

現
在
会
員
数
千
八
百
七
十
五
名
、
家
族

数
五
百
四
十
五
件
と
な
り
ま
し
た
。

　

未
熟
な
運
営
で
は
あ
り
ま
す
が
、
毎

年
の
崇
敬
会
大
祭
、
総
会
、
研
修
旅
行

な
ど
、
会
員
の
皆
様
と
さ
ま
ざ
ま
な
御

縁
を
結
ば
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
、

改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
日
、
あ
る
市
内
の
会
員
の
方
と
社

頭
で
た
ま
た
ま
お
会
い
し
、
折
角
な
の

で
、
ご
一
緒
に
境
内
散
策
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
歩
き
な
が
ら
、
梅

や
牛
の
話
に
始
ま
り
、
そ
こ
か
し
こ
に

残
る
明
治
維
新
と
天
満
宮
の
関
わ
り
等

の
話
を
ご
説
明
す
る
と
「
こ
ん
な
に
近

く
の
天
神
様
な
の
に
、
知
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
ね
」
と
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て

下
さ
い
ま
し
た
。
い
つ
で
も
職
員
に
お

声
掛
け
頂
い
て
、
天
満
宮
を
も
っ
と
身

近
に
感
じ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
職
員
一
同
心
新
た
に

お
一
人
お
一
人
の
お
気
持
ち
を
大
切
に

ご
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
崇
敬
会
に

入
会
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
皆
様
の
「
心
の
ふ

る
さ
と
」
と
し
て
頑
張
っ
て
参
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
会
員
皆
様
の
多

数
の
ご
参
拝
を
心
か
ら
お
待
ち
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
。

（
担
当　

権
禰
宜　

一
木
孝
史
）

新
規
会
員
紹
介
（
敬
称
略
）

平
成
二
十
三
年
五
月
六
日
以
降
入
会
の
方
々
で
す
。

永
年

宇
野　

好
一

防
府
市
宮
市
町

法
人

㈱
ダ
イ
ド
ー
通
商
防
府
市
古
祖
原

家
族

多
賀　

契
夫

下
関
市
彦
島
迫
町

貞
平　

稔

防
府
市
田
島

荒
瀬　

正
和

東
京
都
世
田
谷
区
赤
堤

徳
本　

良
雄

防
府
市
岩
畠

大
谷　

盛
彦

広
島
市
中
区
橋
本
町

殿
迫　

幸
三
広
島
市
安
佐
南
区
高
取
北

山
永　

章
二

防
府
市
中
泉
町

木
原　

素
行

宇
部
市
西
本
町

梅
津　

穂

島
根
県
益
田
市
美
都
町

椛
島　

廣
昭

防
府
市
田
島

簗
瀬　

満
良

防
府
市
自
由
ケ
丘

岡
本　

康
人

防
府
市
新
田

藍
原　

正
甫

美
祢
市
於
福
町
東
中
村

個
人

本
田
真
由
美

防
府
市
下
右
田

中
村　

久
美

島
根
県
浜
田
市
浅
井
町

江
頭　

正
子
鹿
児
島
県
熊
毛
郡
上
屋
久
町

矢
田
部
元
宏

防
府
市
新
田

村
上　

功

防
府
市
高
井

松
浦　

友
子

山
口
市
大
内
矢
田

原　

美
津
江

防
府
市
中
泉
町

藤
井　

篤
子

防
府
市
迫
戸
町

大
下　

登

防
府
市
高
倉

　

崇
敬
会
だ
よ
り

崇
敬
会
永
年
会
員　

佐
伯
勝
太
郎

「
天
神
様
の
御
加
護
」

　

防
府
天
満
宮
お
朔
日
参
り
恒
例
の

「
朝
粥
会
」
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
宮
の
朝
に
は
四
季
そ
れ
ぞ
れ

色
彩
の
変
化
が
あ
り
、
感
得
あ
ら
し
め

ら
れ
る
参
拝
で
す
。

　
「
町
並
み
は
昼
寝
か
介
護
音
も
な
し
」

　

こ
ん
な
句
が
生
ま
れ
そ
う
な
高
齢
者

ば
か
り
で
会
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
或
る
日
、
近
所
の
人
に
会
い
開

口
一
番
「
後
向
歩
き
を
し
な
さ
い
。
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
よ
り
も
良
い
で
す
よ
」「
あ

っ
、
こ
れ
は
天
神
様
の
御
加
護
に
よ
っ

て
お
告
げ
を
受
け
た
人
の
口
を
介
し
て

ご
指
示
さ
れ
た
も
の
」
と
直
感
し
ま
し

た
。
早
速
実
行
し
、
三
ヶ
月
位
続
け
ま

し
た
ら
、
驚
く
こ
と
に
足
の
痛
み
も
消

え
、
腰
の
具
合
も
よ
く
な
り
ま
し
た
。

（
正
座
は
ま
だ
で
き
ま
せ
ん
）。
足
も
し

っ
か
り
地
に
つ
き
、
充
分
使
う
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
み

な
「
天
神
様
」
に
救
わ
れ
た
の
で
す
。

神
様
を
拝
む
と
い
う
こ
と
は
心
が
救
わ

れ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
必

ず
助
け
て
下
さ
る
の
で
す
。

　

平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
二
日
、
数

字
の
語
呂
も
よ
く
、
も
の
の
兆
し
が
あ

っ
た
と
受
け
止
め
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
妻
が
骨
粗
鬆
症
で
入
院
し
神
経
不

安
症
に
な
り
「
こ
れ
で
は
い
け
な
い
」

と
思
い
、
体
の
関
節
各
部
位
を
指
で
強

く
押
し
揉
み
、
刺
激
を
与
え
続
け
ま
し

た
。
そ
う
し
た
こ
の
日
（
二
月
二
十
二

日
）
突
然
「
痛
い
！
」
と
声
を
出
し
た

の
で
す
。
後
日
、
散
髪
店
主
か
ら
「
揉

ま
ず
に
擦
れ
。
血
管
が
老
化
し
て
い
る

の
で
良
く
な
い
」
と
言
わ
れ
、
こ
れ
は

神
様
の
お
声
だ
と
聞
き
ま
し
た
。

　
『
後
向
歩
き
』
も
『「
痛
い
」
の
声
も
』

信
仰
の
力
を
信
じ
、
救
わ
れ
た
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

物
心
つ
く
頃
よ
り
母
か
ら
欽
仰
の
念

を
起
さ
し
め
る
教
育
を
受
け
、
信
仰
悦

服
の
心
が
得
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
小
学

生
の
頃
、
天
神
様
に
図
画
を
書
き
に
行

き
ま
し
た
。
柏
手
を
打
っ
て
「
ア
ィ
」

と
言
う
拝
み
方
だ
け
で
境
内
を
走
り
廻

り
ま
し
た
。
こ
の
雰
囲
気
と
気
分
の
良

さ
が
体
に
宿
り
、
こ
う
し
た
場
所
、
環

境
が
長
ず
る
に
違
和
感
も
な
く「
神
道
」

と
い
う
も
の
に
心
が
向
く
よ
う
に
な

り
、
環
境
が
人
を
育
て
た
も
の
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。恐
れ
多
い
こ
と
で
す
が
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
拝
詞
を
御
誦と

な
え

続

け
て
お
り
ま
す
。

祓
へ
給
へ
清
め
給
へ　

守
り
給
へ
幸
へ
給
へ

寄
稿
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崎
天
神
縁
起
絵
巻
七
〇
〇
年

天
神
さ
ま
の
里
帰
り
だ
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『
防
府
天
満
宮
』
展　

開
催

　

松
崎
天
神
縁
起
絵
巻
七
〇
〇
年
を
記
念
し
た
『
防
府

天
満
宮
展
』
は
、
お
陰
様
に
て
多
く
の
方
々
に
ご
来
館

い
た
だ
き
、
盛
大
裡
に
終
了
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
展
覧
会
は
、
六
巻
全
三
十
八
場
面
・
七
十
五
メ

ー
ト
ル
の
絵
巻
を
全
部
見
せ
る
と
い
う
の
が
、
最
大
の

目
玉
で
し
た
。
最
初
か
ら
最
後
ま
で
余
す
こ
と
な
く
拝

観
で
き
る
と
い
う
事
も
あ
り
、
皆
様
熱
心
に
ご
覧
頂
き

ま
し
た
。
絵
巻
の
中
で
は
、
道
真
公
の
御
生
涯
、
祟
り

と
北
野
天
満
宮
造
営
、
霊
験
記
、
さ
ら
に
は
防
府
天
満

宮
御
創
建
の
由
来
を
ご
堪
能
頂
け
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
か
。

　

ご
来
館
さ
れ
た
方
か
ら
多
く
の
お
話
を
戴
き
ま
し

た
。
市
内
の
方
か
ら
も
、「
天
神
様
に
こ
ん
な
に
た
く

さ
ん
の
宝
物

が
あ
る
と
は

知
ら
な
か
っ

た
」
と
い
っ

た
お
声
も
多

く
、
ま
た
古

い
境
内
図
を

ご
覧
に
な
っ

て
「
こ
の
建

物
こ
の
頃
か

ら
あ
っ
た
ん

だ
」な
ど
と
、

近
く
に
住
ん

で
い
な
が
ら

な
か
な
か
気
づ
く
事
の
な
い
防
府
天
満
宮
の
歴
史
と
文

化
を
知
っ
て
頂
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
雅
楽
演
奏
会
や
歴
史
講
演
会
、
子
供
た
ち

に
は
実
際
に
絵
巻
を
作
る
企
画
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

絵
巻
を
も
っ
と
分
か
り
易
く
、
楽
し
く
見
て
頂
く
為
に

多
く
の
催
し
物
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
展
覧
会
を
企
画
頂
き
ま
し
た
山
口
県

立
美
術
館
様
を
は
じ
め
、
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
御
関
係

者
各
位
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

当
宮
宝
物
館　

歴
史
館
改
装
オ
ー
プ
ン

『
続
・
防
府
天
満
宮
』
展　

開
催

平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
よ
り

　

山
口
県
立
美
術
館
の

『
防
府
天
満
宮
展
』
を
終

え
、
い
よ
い
よ
『
松
崎
天

神
縁
起
絵
巻
』
が
全
巻
、

当
宮
へ
と
帰
っ
て
参
り
ま

し
た
。
松
崎
天
神
縁
起
絵

巻
七
〇
〇
年
記
念
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
集
大
成
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
当
宮
歴
史
館
に
於
い
て
、『
続
・
防

府
天
満
宮
展
』
と
い
う
か
た
ち
で
、
皆
様
に
お
披
露
目

致
し
ま
す
。
本
家
本
元
の
天
満
宮
で
観
る
絵
巻
は
ま
た

格
別
の
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
防
府
天
満
宮
展
を

観
て
も
う
一

度
見
て
み
た

い
と
思
わ
れ

た
方
、
惜
し

く
も
見
る
事

が
出
来
な
か

っ
た
方
は
、

平
成
二
十
四

年
元
日
よ
り

開
催
さ
れ
ま

す
本
展
覧
会

に
是
非
ご
来

館
下
さ
い
。

～
展
示
内
容
の
ご
紹
介
～

　

松
崎
天
神
縁
起
絵
巻
を
始
め
金
銅
宝
塔
・
梵
鐘
・
大

日
如
来
像
・
鎧
三
領
を
展
示
。
特
に
、
三
季
天
神
像
は

密
教
系
寺
院
で
用
い
ら
れ
た
自
画
像
の
一
つ
で
全
国
で

も
五
点
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
珍
し
い
も
の
で
当
宮

に
三
点
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
季
と
は
、
太
宰
府
へ

配
流
さ
れ
る
途
中
か
ら
薨
去
さ
れ
る
ま
で
の
三
年
間
と

い
う
意
味
と
言
わ
れ
て
い
る
。

明
治
維
新
室
開
設

　

歴
史
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、
歴
史
館
顧
問
一
坂
太

郎
先
生
監
修
の
元
、
明
治
維
新
室
を
併
設
致
し
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
最
初
の

特
集
は
、『
高
杉
晋
作

と
天
満
宮
』
と
題
し
ま

し
て
縁ゆ
か
りの
遺
墨
を
中
心

に
晋
作
の
人
間
的
成
長

を
紹
介
致
し
ま
す
。

　

一
坂
先
生
所
蔵
（
春

風
文
庫
）
の
品
も
多
数

あ
り
期
間
限
定
に
て
展

示
致
し
ま
す
の
で
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。

明
治
維
新
室
展
示
予
定

・
高
杉
晋
作
と
天
満
宮　

一
月
一
日
～
五
月
六
日

・
楫
取
素
彦
と
天
満
宮　

五
月
七
日
～
九
月
一
日

・
伊
藤
博
文
と
天
満
宮　
九
月
二
日
～
十
二
月
三
十
一
日

・梵鐘（写真上）

・三季天神像（写真中）

・渡唐天神像（写真左）

開
館
日
　
年
中
無
休

※
場
合
に
よ
っ
て
閉
ま
っ
て
い
る
際
は
授
与
所
の
巫
女

に
お
声
を
お
掛
け
下
さ
い
。

開
館
時
間
　
九
時
～
十
六
時
三
十
分

入
場
料
大
人
五
百
円（
団
体
二
十
名
以
上
四
百
円
）

※
高
校
生
以
下
無
料

▲75メートルの絵巻と展示ケース▲一坂先生の歴史講演会▲子供達による絵巻制作

▲

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
挨
拶

▲

美
術
館
入
口

▲

雅
楽
演
奏
会

　
　

舞
楽
「
蘭
陵
王
」
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社
務
所
だ
よ
り

高
円
宮
妃
久
子
殿
下
来
防

　

十
月
一
日
よ
り
十
日
間
、
山
口
国
体

が
県
下
で

開
催
さ

れ
、
天
皇

皇
后
両
陛

下
を
始

め
、
御
皇

族
の
方
々

が
御
来
県

遊
ば
さ
れ

ま
し
た
。

防
府
市
に

は
五
日
、

高
円
宮
妃

久
子
殿
下

が
、
自
転
車
競
技
激
励
に
御
成
り
に
な

り
ま
し
た
。
当
宮
で
は
、
総
代
、
敬
神

婦
人
会
の
神
社
関
係
者
を
始
め
、
ま
た

当
日
来
宮
さ
れ
て
い
た
ブ
ラ
ジ
ル
山
口

県
人
会
の
皆
様
合
わ
せ
て
約
二
百
名
と

共
に
沿
道
に
並
び
日
の
丸
を
振
っ
て
御

送
迎
申
し
上
げ
ま
し
た
。
御
皇
室
の
弥

栄
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

南
相
馬
市
長
桜
井
勝
延
氏
来
宮

　

十
一
月
六
日
、
東
日
本
大
震
災
復
興

支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
為
来
防
。
当
宮

を
参
拝
さ
れ
、
宮
司
と
面
会
し
被
災
地

の
現
況
な
ど
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

奉
納
相
次
ぐ

神
恩
感
謝

　

十
月
二
十
四
日
、
防
府
市
在
住
の
方

か
ら
「
こ
う
し
て
今
の
私
が
長
生
き
出

来
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
兄
弟
１
人
も

欠
け
る
こ
と
な
く
幸
せ
が
あ
る
こ
と

は
、
み
な
天
神
様
の
御
加
護
の
お
蔭
。」

神
恩
と
し
て
金
五
百
万
御
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。
御
兄
弟
一
家
の
益
々
の
ご
隆
昌

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

作
曲
家
鈴
木
淳
氏

早
大
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
愛
唱
歌
奉
納

　

十
月
二
十
五
日
、
作
曲
家
鈴
木
淳
氏

（
宮
司
の
叔
父
）
が
「
防
府
天
満
宮
展
」

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
早
稲
田
大
学
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
同
窓
生
等
十
一
名
と
先

生
が
作
曲
し
た
愛
唱
歌「
友
」「
立
ち
止

ま
れ
ば
い
い
さ
」
の
二
曲
を
自
ら
指
揮

を
執
り
奉
納
頂
き
ま
し
た
。
最
初
に
奉

納
し
た「
友
」は
、
夫
人
で
作
詞
家
の
悠

木
圭
子
さ

ん
（
防
府

市
出
身
）

と
の
合
作

で
、
ふ
る

さ
と
へ
の

思
い
を
込

め
た
、
ど

こ
か
な
つ

か
し
い
曲

で
す
。

　

動
画
サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
で

紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご

覧
下
さ
い
。

▲南相馬市長（中央）と共に

▲ブラジル山口県人会御一行様

日
誌
抄
（
平
成
23
年
）

６
月
１
日　

梅
ち
ぎ
り

　
　

４
日　

市
役
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
五
十
名
梅

林
整
備
奉
仕

　
　

12
日　

広
島
県
福
山
市
幕
山
天
神
社
氏
子

会
四
十
名
正
式
参
拝

　
　

19
日　

表
千
家
青
年
部
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
茶
会

　
　

25
日　

天
神
市
、
月
次
茶
会
・
裏
千
家
末

冨
宗
寿
先
生
御
奉
仕

　
　

30
日　

名
越
大
祓
・
お
田
植
祭

７
月
18
日　

奉
納
清
書
展
審
査
会

　
　

23
日　

防
府
市
佐
波
・
松
崎
両
地
区
子
供

会
清
掃
奉
仕

　
　

25
日　

天
神
市
、
月
次
茶
会
・
裏
千
家
陶

山
宗
英
先
生
御
奉
仕

８
月
１
～
２
日　

子
ど
も
教
室

８
月
３
～
５
日　

御
誕
辰
祭
（
夏
祭
）

　
　

３
日　

万
灯
祭
・
奉
納
清
書
奉
告
祭
表
彰
式
・

子
供
樽
み
こ
し
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　
　
　
　
　

大
茶
碗
茶
会
山
本
社
中
百
次
会
御

奉
仕

　
　

４
日　

豊
穰
祈
願
祭
・
夫
婦
円
満
祈
願
祭
・

柔
道
大
会
・
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト
・

浴
衣
茶
会
敬
神
婦
人
会
奉
仕

　
　

５
日　

当
日
祭
・
弓
道
大
会
・
邦
楽
コ
ン

サ
ー
ト
・
少
年
剣
道
・
ク
ラ
ブ
を

楽
し
も
う
・
和
太
鼓
奉
納
演
奏
・

大
花
火
大
会

　
　

９
日　

大
阪
国
学
院
に
ぎ
に
ぎ
会
八
名
正

式
参
拝

　
　

12
日　

酒
垂
会

　
　

25
日　

天
神
市
、
月
次
茶
会
・
専
心
小
笠
原

流
煎
茶
山
口
県
中
部
支
部
御
奉
仕

９
月
１
日　

式
典
保
存
委
員
会
・
お
手
廻
り
保

存
会
宣
誓
式

　
　

２
日　

大
島
郡
白
鳥
八
幡
宮
二
十
九
名
正

式
参
拝

　
　

４
日　

お
籤
上
げ
神
事

　
　

10
日　

第
七
回
勝
ち
牛
杯
氏
子
対
抗
ゴ
ル

フ
大
会

　
　

18
日　

御
分
霊
式

　
　

22
日
～
11
月
６
日　

防
府
天
満
宮
展

　
　
　
　
　

於
山
口
県
立
美
術
館

　
　

23
日　

秋
季
祖
霊
大
祭
・
海
軍
電
信
兵
慰

霊
祭

　
　

25
日　

秋
祭
、
天
神
市
、
月
次
茶
会
・
裏
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絵
画
奉
納

　

十
月
二
十
五
日
、
全
国
の
お
祭
り
を

題
材
と
し
て
絵
画
制
作
さ
れ
て
お
ら
れ

る
日
本
画
家
の
藤
井
あ
け
み
女
史
（
滋

賀
県
在
住
）が
、「
御
神
幸
祭（
裸
坊
祭
）」

絵
画
二
点
を
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し

た
。
藤
井
さ
ん
は
、「
何
年
か
前
に
一

度
訪
れ
た
時
、
た
ま
た
ま
御
神
幸
祭
だ

っ
た
。
そ
の
時
の
光
景
を
描
い
た
が
、

奉
納
の
念
願
叶
っ
て
非
常
に
う
れ
し

い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
株
）ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
防
府
工
場

御
網
代
輿
台
車
車
輪
ゴ
ム
ク
ロ
ー
ラ
ー

二
十
七
年
ぶ
り
新
調

　

十
一
月
十
一
日
、
御
神
幸
祭
（
裸
坊

祭
）
を
前
に
、
標
記
奉
納
が
あ
り
、
多

胡
和
徳
工
場
長
参
列
の
も
と
奉
納
奉
告

祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

台
車
車
輪
接
地
部
分
は
、
以
前
は
鉄

で
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
御
帰
還
時

に
通
る
商
店
街
が
カ
ラ
ー
舗
装
に
な
っ

た
為
、
昭
和
五
十
九
年
に
舗
装
を
痛
め

な
い
よ
う
に
と
、
同
社
が
特
殊
加
工
を

施
し
た
特
注
ゴ
ム
製
（
ゴ
ム
ク
ロ
ー
ラ

ー
）
で

覆
い
御

奉
納
頂

き
ま
し

た
。
御

奉
納
誠

に
有
難

う
ご
ざ

い
ま
し

た
。

錦
鯉
奉
納

　

十
一
月
一
日
、
天
満
宮
下
に
あ
る
渡

辺
養
魚
場
様
よ
り
錦
鯉
九
尾
が
茶
室
芳

松
庵
池
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

千
家
山
本
社
中
百
次
会
御
奉
仕

　
　

29
～
30
日　

敬
神
婦
人
会
研
修
旅
行

10
月
１
日　

花
神
子
社
参
式
役
付
児
童
説
明
会

　
　

２
日　

印
章
祭

　
　

３
日　

出
雲
大
社
宮
司
千
家
尊
祐
様
正
式

参
拝

　
　

８
日　

兼
務
社
佐
波
神
社
例
祭

　
　

９
日　

花
神
子
社
参
式

　
　

16
日　

愛
情
防
府
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
協

賛
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
会

　
　

25
日　

天
神
市
、
月
次
祭
・
三
癸
亭
賣
茶

流
清
月
会
国
貞
喜
雲
先
生
御
奉
仕
、

　
　
　
　
　

作
曲
家
鈴
木
淳
と
早
稲
田
大
学
グ
リ

ー
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
十
八
名
愛
唱
歌
奉
納

　
　

30
日　

毛
利
家
秋
祭

　
　

30
～
11
月
15
日　

第
五
十
六
回
奉
納
菊
花
展

11
月
３
日　

注
連
縄
奉
製
・
山
口
市
大
内
御
堀

菅
内
地
区
崇
敬
者
二
十
名
御
奉
仕

　
　

５
日　

菊
花
展
表
彰
式

　
　

８
～
９
日　

役
員
総
代
会
研
修
旅
行

　
　

15
日　

七
五
三

　
　

17
日　

注
連
縄
取
替
え
・
大
幟
立
て
・

　
　
　
　
　

大
分
県
大
分
市
春
日
神
社
二
十
五

名
正
式
参
拝

　
　

18
～
25
日　

お
は
け
・
大
小
行
司
夜
々
詣
り

　
　

20
日　

第
七
回
天
満
宮
杯
松
崎
・
佐
波
地

区
子
供
会
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

大
会
・
お
ん
な
神
輿
説
明
会

　
　

22
日　

山
口
県
神
職
夫
人
の
会
十
八
名
正

式
参
拝

　
　

24
日　

御
神
輿
蔵
出
し
・
大
祓

　
　

25
日　

月
次
祭
・
御
神
幸
祭
前
夜
祭

　
　

26
日　

当
日
祭
・
御
神
幸
祭
（
裸
坊
祭
）

　
　

27
日　

御
神
幸
祭
報
賽
祭
神
上
式

　
　
　
　
　

愛
媛
県
松
山
市
履
脱
天
満
宮
総
代

会
三
十
三
名
正
式
参
拝

　
　

28
日　

御
神
輿
蔵
納
め

12
月
１
日　

破
魔
矢
奉
製

　
　

５
日　

例
祭
併
せ
神
宮
大
麻
頒
布
始
祭

　
　

８
～
９
日　

崇
敬
会
研
修
旅
行

　
　

15
日　

合
格
は
ち
ま
き
洗
濯

　
　

20
日　

煤
払
い

　
　

23
日　

天
神
お
ん
な
神
輿
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
表
彰
式

　
　

25
日　

天
神
市
、
古
絵
馬
焼
納
神
事

　
　

28
日　

正
月
巫
女
奉
仕
者
説
明
会

　
　

31
日　

大
祓
式

平
成
23
年

６
月
４
日　

稻
田　

敏
文
・
祐
子

　
　

５
日　

田
中　

昭
徳
・
絵
梨
子

　
　
　
　
　

河
杉　

維
彦
・
直
子

　
　

10
日　

梅
田　

勝
利
・
美
穂

　
　

11
日　

江
隅　

大
輔
・
智
美

　
　

12
日　

小
野　

泰
之
・
康
子

　
　

14
日　

浦
田　

秀
則
・
範
子

　
　

26
日　

羽
倉　

洋
行
・
由
紀
子

　
　
　
　
　

越
智　

尚
史
・
志
穂

　
　

28
日　

村
田　

晋
也
・
忍

　
　

29
日　

岡
村　

慎
一
・
由
貴
子

７
月
２
日　

中
間　

秀
明
・
あ
り
さ

　
　

17
日　

中
川　

正
明
・
真
弓

　
　

24
日　

松
野　

修
平
・
実
起

　
　
　
　
　

嘉
村　

豊
・
彩

８
月
14
日　

中
村　

清
悟
・
五
月

　
　

20
日　

山
根　

源
太
郎
・
高
娃

　
　

22
日　

大
橋　

輝
道
・
宝
恵

９
月
３
日　

市
山　

智
士
・
由
美

　
　

19
日　

鶴
岡　

慶
治
・
響
子

　
　

23
日　

蔵
田　

豊
・
智
子

　
　

25
日　

見
延　

直
彦
・
京
子

10
月
２
日　

林　

年
博
・
千
代

　
　

８
日　

藤
山　

直
春
・
寿
枝

　
　
　
　
　

國
元　

一
人
・
広
子

　
　
　
　
　

菊
村　

則
行
・
里
香

　
　

15
日　

フ
ラ
ン
ケ
ッ
テ
ィ
・

フ
ラ
ン
ツ
・
陽
子

　
　

23
日　

桑
原　

勝
美
・
容
子

　
　
　
　
　

小
石　

徹
・
朋
代

　
　
　
　
　

古
賀　

浩
之
・
恵
理

　
　

30
日　

河
口　

哲
史
・
麻
理
子

　
　
　
　
　

藤
岡　

祐
輔
・
惟

11
月
６
日　

村
川　

隆
志
・
智
子

　
　

15
日　

廣
嶋　

篤
志
・
薫

　
　

19
日　

友
廣　

大
輔
・
麻
世

　
　

22
日　

藤
原　

直
樹
・
聖
子

ご結婚おめでとう（神社挙式分）

お二人の末永いお幸せをお祈り致します
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一
木
孝
史

　

人
間
に
は
必
ず
節
目
が
存
在
す
る
。
何
か
事

を
起
こ
す
と
き
、
結
婚
、
出
産
、
家
を
建
て
る

等
、
こ
れ
ら
は
大
き
な
節
目
で
あ
ろ
う
。
も
ち

ろ
ん
日
常
生
活
に
も
小
さ
な
節
目
が
あ
り
、
起

床
、
食
事
、
学
校
、
仕
事
な
ど
一
つ
一
つ
の
行

動
が
す
べ
て
節
目
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
最
近
こ
の
節
目
が
お
ろ
そ
か
に
な

り
、
何
処
が
節
目
な
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

例
え
ば
葬
儀
に
参
列
し
た
際
に
必
ず
頂
く
の

が
清
め
の
塩
、
近
年
こ
れ
が
無
く
な
っ
た
。
自

宅
に
入
る
前
に
撒
く
こ
の
塩
も
言
っ
て
み
れ
ば

節
目
の
行
事
で
あ
る
。
正
常
な
心
で
い
ら
れ
な

い
場
所
か
ら
、
普
段
の
生
活
の
場
に
戻
る
為
に

は
何
か
節
目
が
必
要
な
は
ず
で
あ
る
。
霊
が
取

り
憑
か
な
い
よ
う
に
塩
を
撒
く
の
で
は
な
い
。

　

な
ぜ
私
た
ち
の
祖
先
が
わ
ざ
わ
ざ
そ
う
い
っ

た
行
為
を
行
っ
て
き
た
の
か
。
こ
の
清
め
の
塩

は
、
目
に
見
え
な
い
心
の
作
用
を
、
実
に
繊
細

な
日
本
人
の
心
が
導
き
出
し
た
す
ば
ら
し
い
節

目
の
作
法
と
言
え
よ
う
。

　

人
間
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
い
て
大
き
な

決
断
を
迫
ら
れ
る
が
、
日
々
生
活
し
て
い
く
上

で
大
切
な
節
目
を
お
ろ
そ
か
に
し
、
後
悔
し
な

い
よ
う
心
が
け
た
い
も
の
で
あ
る
。

新
年
の
幸
せ
を
願
い
当
宮
へ

　
　
御
参
拝
下
さ
い
ま
す
よ
う

　
　
　
　
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

受
験
合
格
・
学
業
成
就
・
家
内

安
全
・
交
通
安
全
・
無
病
息
災
な

ど
年
頭
の
御
祈
願
祭
を
お
勧
め
い

た
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
同
封
の
「
新

春
に
祈
り
を
こ
め
て
」
の
初
詣
祈

願
受
付
書
や
厄
除
祈
願
祭
の
申
し

込
み
用
紙
に
必
要
事
項
ご
記
入
に

な
り
ご
持
参
下
さ
い
。
御
参
拝
で

き
な
い
時
は
、
郵
送
で
も
受
付
け

て
お
り
ま
す
。

　

尚
、
元
日
か
ら
三
日
ま
で
当
宮

周
辺
は
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
の

で
「
初
詣
駐
車
場
案
内
図
」
を
ご

覧
頂
き
、安
全
に
ご
参
拝
下
さ
い
。

初
詣
祈
願
祭
の
ご
案
内

事
業
所
の
皆
様
へ

　

新
し
い
一
年
の
企
業
繁
栄
、
商

売
繁
盛
、
無
事
息
災
を
祈
り
、
事

業
所
の
皆
様
お
そ
ろ
い
で
当
宮
へ

御
参
拝
を
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
予
約
を
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
社
務
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

昭
和
二
十
七
年
生
ま
れ

　
　
　
　
　
　

辰
年
の
皆
様
方
へ

　

来
年
還
暦
を
お
迎
え
に
な
ら
れ

る
方
に
「
還
暦
祝
」
の
ご
祈
願
を

致
し
ま
す
。

　

赤
色
の
物
を
贈
る
習
慣
は
、
赤

子
に
戻
る
こ
と
に
由
来
し
、
魔
除

け
の
意
味
も
あ
り
、
当
宮
で
は
特

別
に
『
還
暦
赤
守
』
を
授
与
致
し

ま
す
。

　

是
非
と
も
、
ご
家
族
、
ご
友
人

と
共
に
ご
参
拝
下
さ
い
。
又
、
同

窓
会
や
グ
ル
ー
プ
で
の
申
し
込
み

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

▲当天満宮の初日の出（今年）

初穂料　千円

平
成
二
十
四
年
年
始
行
事
案
内

▲弓始式 1月9日

▲
七
草
粥
の
会

　

1
月
7
日

▲

節
分
祭
牛
替
神
事

　

2
月
2
・
3
日

▲

書
き
初
め
会

　

1
月
1
〜
３
日

▲

釿
始
式 

1
月
5
日




